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ぃ夢を与え，生活環境を型かにする可能性を
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早期教育の充実を期して

北海道函館盲学校長 及 川 巳佐男

数年来、 全国盲学校に幼椎部 3歳児学級聞設の機述か高ま ってお

り、現在、幼稚部設置校48校中12校ほどに及び、逐年増設の傾向に

あることは喜ばしいことである。

さらに、 捉護学校義務制施行を契機と し、 各仰害別にわたる早期、

後期中等教育に関する重要課題に対処するため、特に設けられた

「特殊教育研究調査協力者会議」の報告か、 57年JO月に文部省から

公表されたことにより、 早期教育のあり方に関す る認識が深まり 、

諸施策の推進と相まって一／西の充実改善が図られていくものと考え

ている。

早期教育の必要性と意義については、視覚即害児は、外界からの

情報収集に大きな制約を受けるため、捉育の過程で適切な対応や指

導が行われない場合、外界に対する興味や関心、対象物に対す る柏

極的な働きかけ、動作等の模倣、空間関係等の把握、言葉と事物 ・

事象 との対応関係の認識な どに発達上の様々な問渥が生ずる。 そこ

で、このような視覚障害児の特性に応じた指導や援助を行う ととも

に、適切な環境を準備 して、充実 した乳幼児期を過こさせるこ とに

より 、望ましい成長発達を促すところにあるとされている。

早期教育のあり方は、 3歳未満ま での家庭教育を中心とす る時期

と、 3歳以降の就学前教育に大別されるが、本校の実例から、今年

度入学の 3 • 4歳児 5人の実態を考察 してみると き、発達診断上、

個々の家庭環境により 額著な差異がみ られ、乳幼児期の対応がいか

に重要であるかを痛感させられている。

本校でも、母親等に対し、視覚障害児のための配慇事項を加味し
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た育児の方法を指導して、 家庭教育の充実を図るこ とを主眼に、 3

歳児学級開設前年までは、 0歳～ 2歳児を月 2回、 3歳児は週 1回

程度、母子教室の形で教育相談を実施してきており 、それなりの効

果は あっ たと思うか、それでも、母親の都合や幼児の体調、睡眠の

状態を狸由に指定された相談 日に連れて来ら れない場合もあり、全

体的に相談回数不足で不充分な面が多かったという反省をもっ てい

る。それを補うための学校体制の措置も必要ではあるが、やはり、

当事者意識 として、 早期発見、早期治掠、乳幼児期の育て方の重要

さとい った原則論を具体的な形で各家庭に 没透させていくことが最

も肝要ではなかろうかと考えている。

保殿者に育児の方法を指導していく上で、幼椎部担当教諭だけで

は、勤務上の制約や専門以外の育児方法の知識、経験等の面から、

どうしても限界が生ずることは否定 できない。

そこで、保育指導の導門家である保健婦との提携を、一方策とし

て考えてみてはどうだろうか。 （節害発見後、相談の ため来校した

保健婦との協力実紐あり ）実際、保健婦は、妊産婦時から 、出産、

節害発見、発育状態に至るまで、直接家庭に入って指導しており 、

その面では母親に対 し相当の説得力をもっている。これらの事情か

ら、地元保健所の理解協力を求め、保健婦は基本的育児法の面から、

教諭は視覚障害専門の立場で、 家庭迷育の充実を図 っていけるよう

な協力体制か確立されることを強く望んでいるところである。

以上、乳幼児期の家庭教育の対応に観点をおい て述べてき たが、

ほか、誼複幼児対応、学級構成、環境整備、交流教育、幼稚部担当

教諭の研修等、当面する課閣の山柏みが学校現場の実状である。

いずれにしても、幼児一人一人の生きている現況のなかで、確実

に獲得してきている力がどんな性質のものかを客観的に見極め、適

切な対応手段をも って早期教育の充実を 期していきたいものと願っ

ている。
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



ー一編 集 後記 一一

今回は、し はらくぶりで盲学校教育を特比しました。現場の悩みや苫し

みがひ しひしと感じられる力作か寄せられました。文部省の強い指導のも

とに、 一見平杞に見える盲学校も、中に人ってみるといろいろな問頌が山

栢みされているようです。 4月から東京と埼応で公如凋校に仝盲生か人学

、し、 公立高校のインテ クレー ションは 4人になりました。 これからは、盲

学校に対する社会からの問いかけかますます強くなるものと思われます。

盲学校の将来を見通し、 百年の叶をたてる時期が、もうそこに米ているの

ではないでしょうか。特拍を執下していただいた先中方に感謝I→1:lしあげます。

本号から購読料を値上げさせていたたきま したが、それを機に内容を少

し変えてみました。 「この人と詔る 」 「ボランティア西 ・東」などの新し

い企画を加え、ページ数をふやしま した。 その反I(Iiグラヒアをけずってみ

ましたが、柄さまのお考えはいかがでし ょう か？こ忍見やこ感想を編集部

までお寄せいたたければ幸いです。

次号では、点字図内館と公共図；l国の役割り 、点字憶Jc,'}館は どうあるペ

きか、視覚降害者のニー ズは何か、などについて特集する予定です。
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